ヒアリング　事前確認事項

市町村財政が依然として厳しい状況にあることに鑑み、必要かつ最小の経費で最大の効果を上げることができるよう、ヒアリングを行うにあたり、令和９年度負担金要望について、事前に以下のことを確認いたします。要望書を提出される際に併せてご回答ください。

団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問①　社会情勢の変化等から、事業の開始当初に比してその効果が限定的となっている内容がないか、事業内容を見直し、縮小・廃止が可能な事業の洗い出しを行ったのか。また、事業内容の見直しを行った結果、継続して実施する必要性が認められる事業について、実施対象の見直し、効果的な手法の検討など必要な見直しを行ったのか。
回答①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
質問②　負担金要望額は、前年度決定額未満であるか。
※令和７年度繰越額の割合が20％以上かつ令和８年度負担金が同額の団体は、負担金の引き下げを行ってください。）
[bookmark: _Hlk139873786]回答②（どちらかに○）　はい　　いいえ（決定額を超える（同額含む）場合は、理由を記入）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問③　会議・研修会等の開催にあたって、費用対効果を考えているか。少人数での参加者に対して、高額の開催になっていないか。
回答③
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問④　令和９年度負担金要望に際して、事前に事務局に伝えたいことがあればご記入ください。
回答④
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
